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近
年
原
油
価
格
の
高
騰
や
異
常
気
象
に
よ
り
、
冬
場
の
葉
菜
類
の
入
荷
量
や

価
格
が
不
安
定
と
な
り
、
冬
場
で
あ
っ
て
も道
内
産
の
葉
菜
類
を
求
め
る
声
が

強
く
な
っ
て
い
ま
す。
９
日
、
真
下
紀
子
道
議
は
比
布
町
に
あ
る
北
海
道
上
川

農
業
試
験
場
を
訪
問
。
厳
寒
の
冬
季
に
加
温
し
な
い
ハ
ウ
ス
で野
菜
を
栽
培
す

る
研
究
を
道
議
団
と
と
も
に
調
査
し
ま
し
た
。 

 

旭
川
市
内
中
心
部
に
位
置
す
る
施

設
は
、
四
方
を
官
公
庁
舎
で
囲
ま

れ
、
市
民
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
環
境

で
す
。
Ｈ
Ｐ
に
は
写
真
と
コ
メ
ン
ト

が
掲
載
さ
れ
、
譲
渡
先
を
探
し
ま

す
。
推
進
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
シ
ェ

ア
な
ど
で
も

広
報
さ
れ
、

研
修
を
経
て

希
望
者
に
譲

渡
さ
れ
ま

す
。
病
気
の

予
防
や
不
妊

手
術
、
し
つ

け
等
も
行

い
、
と
に
か

く
飼
い
主
を
捜
し
ま
す
。
病
気
や
余

命
幾
ば
く
も
な
い
犬
で
も
、
「
私
で

な
け
れ
ば
引
き
取
れ
な
い
」
と
い
う

理
由
で
の
引
き
取
り
も
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
犬
の
半
数
は
飼
い
主

が
見
つ
か
り
ま
す
が
、
猫
の
場
合
は

年
間
数
匹
。
地
域
猫
の
不
妊
手
術
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。 

議
員
団
が
来
訪
し
た
時
は
犬

は
１
頭
の
み
、
猫
は
迷
い
猫
の
ほ

か
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
５
匹
の

猫
が
到
着
し
た
ば
か
り
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
飼
い
主
を
捜
し
ま
す
と
意

欲
的
で
し
た
。 

 

施
設
は
総
事
業
費
約
３
億
１
千
万

円
、
年
間
維
持
費
は
約
２
千
６
百
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ

 

大
型
ハ
ウ
ス
は
二
重
の
フ
ィ
ル
ム

で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
送
風

機
で
フ
ィ
ル
ム
の
間
に
24
時
間
外
気

を
送
っ
て
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
小
型
の
ハ
ウ
ス
で
覆
う
場
合
も

あ
り
、
ま
る
で
ハ
ウ
ス
in
ハ
ウ
ス
で

す
。 

 

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
野
菜
栽

培
を
研
究
を
続
け
る
地
子
立
（
じ
し

た
つ
る
）
研

究
主
幹
は
、

品
種
に
よ
っ

て
寒
冷
に
対

す
る
強
さ
が

違
う
た
め
、

気

温

、

室

温
、
地
下
の

温
度
を
測
定

し
な
が
ら
野
菜
の
育
成
を
３
年
間
に

わ
た
っ
て
観
測
。
昨
年
12
月
に
マ

イ
ナ
ス
26
・
２
℃
の
時
で
も
、
ト

ン
ネ
ル
内
の
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス

２
・
８
℃
と
な
り
、
多
重
フ
ィ
ル
ム

の
被
覆
に
よ
っ
て
20
℃
以
上
の
保

温
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
小
松
菜

は
一
度
凍
結
し
た
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
室
温
が
上
が
る
と
青
々
と
し
た

状
態
に
復
活
し
ま
す
。
結
球
レ
タ
ス

は
凍
結
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
小

松
菜
は
復
活
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
わ
さ
び
菜
や
リ
ー
フ
レ
タ
ス

は
す
く
す
く
育
ち
、
逆
に
凍
れ
が
は

い
る
こ
と
で
食
味
も
よ
く
な
っ
て
い

ま
す
。
地
子
さ
ん
は
「
結
球
レ
タ
ス

は
腐
れ
が
入
り
ま
し
た
が
、
小
松
菜

や
わ
さ
び
菜
の
復
活
に
は
驚
き
ま
し

た
。
収
量
は
少
し
下
が
り
ま
す
が
、

冬
の
価
格
を
考
え
る
と
暖
房
費
が
か

か
ら
な
い
分
、
経
営
的
に
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
味
も
よ
く
気
温
が
下
が

る
と
野
菜
の
状
態
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
今
で
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。 

 

通
風
に
か
か
る
電
気
代
は
月
１
０

０
円
、
天
気
が
い
い
と
ハ
ウ
ス
内
の

気
温
も
上
が
っ
て
生
育
が
進
み
ま

す
。
フ
ィ
ル
ム
は
通
常
農
家
が
使
う

資
材
を
使
用
す
る
た
め
初
期
投
資
も

少
な
く
て
す
み
ま
す
。
通
年
雇
用
が

課
題
の
農
業
法
人
で
も
関
心
が
高
い

と
の
こ
と
で
す
。
ハ
ウ
ス
の
フ
ィ
ル

ム
被
覆
を
増
や
し
た
場
合
の
厳
冬
期

の
保
温
性
と
小
松
菜
な
ど
の
収
量
性

に
つ
い
て
の
調
査
は
、
「
１
棟
で
は

じ
め
ま
し
た
が
５
凍
ま
で
増
え
忙
し

く
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
声
が
嬉
し

そ
う
で
す
。
さ

ら
に
研
究
精
度

を
高
め
、
実
用

化
を
め
ざ
し
た

い
と
熱
い
研
究

が
厳
寒
の
上
川

で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

 

動
物
愛
護
法
が
制
定
さ
れ
、
犬
・猫
な
ど
の
適
切
な
飼
養
や
動
物
愛
護
、
殺

処
分
低
減
の
と
り
く
み
が
進
ん
で
い
ま
す。
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の保
護
な
ど
に

つ
い
て道
議
会
で
質
問
し
た
共
産
党
道
議
団
は
、
９
日
、
２
０
１
２年
９
月
の
開

所
以
来
犬
の
殺
処
分
ゼ
ロ
が続
き
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
旭
川
市
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー「あ
に
ま
あ
る
」を
視
察
し
ま
し
た
。 

と
納
税
の
活

用
や
犬
猫
の

引
き
取
り
・

返
還
手
数
料

な
ど
も
運
営

費
に
あ
て
ら

れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で

す
。 お知らせ 

 

 2017年第１回定例道議会が２月24日から開会
されます。真下議員は３月３日に代表質問に立
つ予定です。 
 道議会のホームページで中継しま
すので、ぜひ視聴してください。 
日程については、事務所に問い合
わせください。0166-20-0808 



 

下
草
刈
り
や
植
林
な
ど
の
造
林
や
、
種

苗
生
産
の
作
業
は
、
地
形
や
天
候
な
ど
の

影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
に
加
え
、
多
く

の
人
手
を
必
要
と
し
、
省
力
化
が
進
ん
で

い
な
い
な
ど
の
厳
し
い
就
労
環
境
に
あ
り

ま
す
。
植
林
作
業
の
省
力
が
期
待
さ
れ
る

コ
ン
テ
ナ
苗
の
実
用
化
の
検
討
や
、
今
年

度
か
ら
上
川
や
十
勝
な
ど
全
道
５
地
域
で

下
草
刈
り
な
ど
の
軽
労
化
に
向
け
た
機
械

を
導
入
、
異
業
種
と
の
連
携
に
よ
る
通
年

雇
用
化
の
促
進
な
ど
、
教
育
関
係
機
関
や

林
業
事
業
体
な
ど
が
参
画
す
る
地
域
協
議

会
の
取
組
に
支
援
し
、
就
労
環
境
の
改
善

に
と
り
く
む
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

  

北
海
道
で
は
林
業
労
働
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
60
歳
以
上
の
労
働
者
は
依
然
と
し
て
多
く
、
新
規
参
入

者
の
約
２
割
が
１
年
以
内
に
離
職
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
担

い
手
を
Ｖ
字
回
復
で
き
る
の
か
ど
う
か
が
か
か
っ
た
と
言
え

る
第
５
期
「
北
海
道
に
お
け
る
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
基
本
計
画
」
策

定
に
向
け
て
、
７
日
の
水
産
林
務
委
員
会
で
真
下
議
員
が
質
疑
し
ま
し
た
。 

 

国
の
研
修
事
業
と
合
わ
せ
、
03
年
度
に

道
が
創
設
し
た
「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能

者
育
成
推
進
事
業
に
よ
る
フ
ォ
レ
ス
ト

ワ
ー
カ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
、
「
森
林
整
備
担
い
手
対
策
基
金
」
を

 

道
は
、
若
年
者
は
じ
め
新
規
就
業
者
の

獲
得
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
地
域
協
議
会

が
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
の
高
校
生
の
林
業
体

験
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
の
情
報
発
信
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
、
相
談
会
を
支
援
。
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
基
金
を
活
用
し
て
通
年
雇
用
化

に
向
け
た
奨
励
金
の
活
用
や
、
デ
ザ
イ
ン

性
に
優
れ
た
安
全
服
の
購
入
、
屋
外
用
の

簡
易
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
林

業
事
業
体
に
支
援
す
る
な
ど
、
就
労
環
境

の
改
善
に
と
り
く
む
と
答
弁
し

ま
し
た
。 

 

小
野
寺
水
産
林
務
部
長

は
、
林
業
の
成
長
産
業
化

へ
の
期
待
の
高
ま
り
な
ど

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
が

重
要
と
の
べ
、
新
規
就
業

者
の
活
躍
事
例
や
、
経
営

力
の
向
上
に
取
り
組
む
事

業
体
の
紹
介
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
付

加
価
値
を
高
め
た
木
材
利

用
な
ど
、
発
信
力
を
強
化

し
、
林
業
の
今
日
的
経
営

や
展
望
を
前
面
に
出
し
て

林
業
労
働
者
の
確
保
・
育

成
に
と
り
く
む
と
答
え
ま

し
た
。 

  林業労働者数 造 林 種 苗 
2015年度 

(2005年度比) 
4,254人 
 (? 469人) 

1,735人 
 (? 137人) 

355人 
 (? 144人) 

 

道
内
の
農
業
高
校
の
う
ち
３
校
に
森
林

科
学
科
が
あ
り
ま
す
。
道
教
委
の
調
査
で

は
、
林
業
関
連
へ
の
就
業
は
３
割
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
基
本
計
画
案
に
は
直

接
的
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。 道

は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
道
有
林
に

お
け
る
枝
打
ち
な
ど
の
体
験
学
習
や
伐
採

作
業
、
木
材
の
加
工
工
程
の
見
学
会
の
実

施
、
「
林
業
・
木
材
産
業
業
界
セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
の
就
業
相
談
会
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
向
け
た
説
明
会
の
開

催
な
ど
、
地
域
協
議
会
へ
の
支
援
を
強

化
・
充
実
さ
せ
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。 

 ２月９日、日本共産党

道議団は旭川市博物館を

視察。旭川市議団も同行

しました。 

 旭川市博物館の瀬川拓

郎館長から、アイヌの歴

史と文化について詳しく

説明していただきました。瀬川館長は「アイヌ学入

門」などの著書やアイヌ研究で著名な考古学者です。 

 縄文から営々と続いたアイヌの豊かな文化や、サハ

リンやカムチャッカにまで及んだ交易という経済活動

に感嘆の声をあげながら説明に

聞き入りました。展示も興味を

そそられるものばかりで時間が

過ぎるのを忘れてしまいそうで

した。 

 １月３０日、北海道・東北６県議会議員研究交流大

会に参加しました。道教委がとりくむ地域産業とタイ

アップしたキャリア教育について北海道から報告。前

大会では北海道・東北広域観光などについて研修しま

した。真下議員は、分科会で報告された少人数学級実

現と免許外教員の解

消に向けて国に一緒

に要請していくこと

を提起。いじめ問題

などで他県の状況な

どについて活発に意

見交換しました。 

活
用
し
た
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
路
網
整
備
な
ど
の
短
期
の

研
修
を
国
の
事
業
と
組
み
合
わ
せ
て
実
施

し
、
技
術
者
の
育
成
を
計
画
的
に
進
め
る

と
答
え
ま
し
た
。 

２０１５年度の林業労働実態調査 


